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連続の方程式 芸 ･里謡 - o (2･5)













連続の方程式 芸 .空欝 - o (2･8)















連続の武 芸 十等 - o (2･12)





























































dt dt ) (2･20)
同じようにこのモデルの安定性を考えるためにCk=fke山を式 (2.20)に代入しよう.そして先頭の車の
振幅九 を1とすれば､k番目の車の振幅fkの大きさは






L=r e 一 -a, (2･22)
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図 3.14: ランダムネスのない系での基本図｡系の大きさは 500､初期緩和 100 時間を行
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